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腹起し支柱（兼用型）
山留等の腹起しに縦噛みタイプの親綱支柱

特長

使用基準

山留等の腹起しに取付可能な縦噛みタイプの親綱支柱です。独自の3点固定で安心
して作業を行えます。

縦噛みタイプの親綱支柱

平行方向及び直交方向兼用です。
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②ふところ 80㎜以上

①対応板厚  12㎜以上
～40㎜以下

「12kN・cm」以上の
トルクで締め付けて
ください。

最大使用質量100kg対応品
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● 本製品は、腹起しに取付可能な親綱取付け用
　 の支柱です。定められた用途以外の使用は
　 しないでください。

● 1スパンに対し必ず1人で使用してください。

● 取付スパンは10m以下で使用してください。

● 支柱の取付スパン（L）は支柱を設置した作業床
　 と、衝突の恐れのある床面または、機械設備等
　 との垂直距離（H）によって決まります。次式に
　 より算出した値以下としてください。

L=　　　（Hー4）［m］40
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腹起し支柱（兼用型）

■レンタル・販売 ■取扱い店

◆地域により取り扱いのない商品や色、サイズ、仕様が異なる場合がありますので、詳細は各担当にお問い合わせください。◆

 http: //www.nihonsafety.com
本　　　社

大 阪 支 店

東 北 支 店

名古屋支店

広 島 支 店

四 国 支 店

九 州 支 店

札幌営業所

静岡営業所

〒102-0082
東日本第1営業部
東日本第2営業部
ラップポン事業部
〒541-0053
営 　 業 　 部
〒989-1503

〒496-0026
 
〒731-0223

〒761-8031

〒811-2104

〒001-0915

〒421-0303

東京都千代田区一番町21番地 一番町東急ビル11F
TEL.03-6369-2221  FAX.03-6369-2220
TEL.03-6369-2222  FAX.03-6369-2230
TEL.03-6369-2223  FAX.03-6369-2228
大阪市中央区本町4丁目5-16 本町スクウェアビルⅡ
TEL.06-6260-1122  FAX.06-6260-1123
宮城県柴田郡川崎町川内北川原山228-5
TEL.0224-85-2331  FAX.0224-84-2333
愛知県津島市唐臼町二ツ池60番地
TEL.0567-33-0077  FAX.0567-33-0078
広島県広島市安佐北区可部南5丁目6番1号
TEL.082-819-1877  FAX.082-819-1878
香 川 県 高 松 市 郷 東 町 5 7 7 番 地 5
TEL.087-832-8181  FAX.087-832-8180
福岡県糟屋郡宇美町井野316番地585
TEL.092-957-6812  FAX.092-957-6813
札 幌 市 北 区 新 琴 似 町 5 7 4 ー 2
TEL.011-769-7631  FAX.011-769-7630
静 岡 県 榛 原 郡 吉 田 町 片 岡 8 番 2
TEL.0548-32-6661  FAX.0548-32-3456

◆カタログ掲載商品について
このカタログの掲載内容は、2024年7月1日現在のものです。製品改良のため、仕様及び
外観の一部を予告なく変更する場合があります。
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1）本製品は、腹起しに取付け可能な親綱取付け用の支柱です。定められた用途以外の使用は
　　しないでください。

2）ご使用の前に必ず点検を行い、異常のないことを確認してください。

3）変形や異常などがある場合は使用しないでください。

4）一度でも大きな衝撃を受けた場合は使用しないでください。

5）本製品を加工や改造をしないでください。重大な事故を起こす恐れがあります。

6）取付けボルトは「12kN・cm」以上のトルクで締め付けてください。また3本の取付けボルト
　 をバランスよく締め付けてください。締め付けトルクが不十分な場合や、片締め状態で設置
　 している場合、落下衝撃で腹起し支柱が脱落する恐れがあります。

7）取付ボルトで固定する際は、取付ける鉄骨フランジ部に付着した油、泥、コンクリート等は
　 除去してから使用してください。

8）取付ボルトとH形鋼の間にものを挟まず、直接フランジ板を挟み込んでください。H形鋼の
　 傷つきを防止する目的でものを挟む、また複数のH形鋼のフランジの挟締に使用した場合等、
　 落下事故の際に腹起し支柱が滑って脱落する恐れがあります。

9）台座をしっかりと奥まで挿し込んでください。台座とフランジの間に隙間がある状態で使用
　 すると落下衝撃で腹起し支柱が脱落する恐れがあります。

10）取付け箇所の深さが80mm未満のH形鋼には使用しないでください。

11）H形鋼、またはビルドH形鋼に取付けることが可能です。溝形鋼やI形鋼は断面がテーパーに
　 　 なっていますので取付けできません。落下事故の際に腹起し支柱が外れて脱落の恐れがあります。

12）使用する親綱は、仮設工業会認定品と同等の性能をもつ合成繊維ロープを使用してください。
　　（ワイヤーロープ不可）

13）長期間設置する際は定期的に製品や取付け状態を確認し、緩みがないか、ズレてないか点検
　　を行ってください。

14）1スパンに対し、必ず1人で使用してください。

15）取付けスパンは10m以下で使用してください。

16）支柱の取付けスパン（L）は支柱を設置した作業床と衝突する恐れのある床面または、機械
　　設備等との垂直距離（H）によって決まります。
　 　 次式により算出した値以下としてください。L=40/11(H-4)［m］

【 使用上の注意 】寸法図・重量・試験
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落下質量100kg墜落制止性能試験済
（製造元自主試験・一般財団法人建材試験センター立会い）
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